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� （単位：千円）
主な事業 補正額 事　業　の　内　容

生活困窮者自立支援
の機能強化事業

4,680
　新型コロナウイルス感染症やコロナ禍における物価高騰等の影響
により、生活に困窮される方々等の多様なニーズに対応するととも
に、その支援体制の強化に向けて、都道府県を中心とした取組みを
包括的に支援する。

配食サービス利用者
支援特別補助金事業

263

　高齢者が地域において自立した生活を継続するための地域ネット
ワークの一つとして、食の確保が必要な高齢者に対し、安否確認を
兼ねた配食サービスによる支援を実施する。
　今回、新型コロナウイルス感染症の拡大及び原油価格・物価高騰
等の影響により、配食サービス利用者負担増が見込まれるため、利
用者支援を目的として、補助金を交付する。
・実利用者数98人（Ｒ４. ７. １時点）
・利用者負担額の変更400円⇒450円の50円増額分を補助する。

新規就農者育成総合
対策事業

15,150

　将来にわたって地域の農地利用等を担う経営体を確保するため
に、次世代を担う農業者の育成・確保に向けた取組みを講じていく
必要がある。このため、新規就農者の経営発展に必要な支援を行う
ことにより、持続可能な力強い農業を実現することを目的とする。
※新規就農者育成総合対策：49歳以下の青年就農者に対し、経営
が不安定な就農直後（３年以内）の所得を確保する資金を交付す
る制度。
※経営発展支援事業：機械・施設等の導入支援
※経営開始資金：経営開始に係る資金の助成

麦次期作支援緊急対
策交付金事業

47,600

　新型コロナウイルス感染症の拡大及び原油価格・物価高騰等の影
響により資機材や肥料等が高騰し、生産者の経営を圧迫しているこ
とから、麦の生産に取り組む農業者に対して、次期作における生産
活動に必要な資材等の支援を行い、活力ある麦の産地づくりを目的
とする。
　令和５年産の麦の種子を購入し、安定供給に向けた生産に取り組
む農業者に対し、10ａ当たり２千円の支援を行う。

神埼市商工業振興事
業補助金

450

　神埼市商工会が実施する、小規模企業の経営や技術の改善発達を
図るための経営改善普及事業及び豊かな地域づくりと商工業の振興
に取り組む地域総合振興事業を支援することにより、市内商工業の
振興を図る。
・対象事業…首都圏等で開催される、商談会・展示会・物産展見本
　　　　　　市等への出展
・対象経費…出展料、装飾費（備品含む）、商談用動画制作費、
　　　　　　Webカメラ、マイクなど
・補助率……対象経費の１/２以内

令和４年８月第５回定例会

■主な補正

補正予算 

配食サービス利用の様子 実りを迎えた麦畑

　８月定例会は、令和４年８月 26日～９月 28日まで開かれ、一般質問に 15人が登壇し、
神埼市政全般について質疑を行いました。
　一般会計補正予算については、補正第５号で７億 4,934 万３千円、補正第６号で 55万５
千円が追加され、総額206億 1,169万２千円となりました。
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これが聞きたい！
非常備消防費　△ 904 万９千円（減額）

佐賀県田んぼダム推進事業　70 万８千円

Q
見直しを行っている消防団員用防火衣は上着のみか。
最前線で活動する団員は危険が十分考えられるので、防火着を配備
するのであれば、安全性を考慮した装備（防火衣上下・手袋・靴）
を各分団へ供給した方が良いと思うが、考えは。

A 見直しの消防団員用防火衣は上着のみ予定。
消防団と協議をして、すべてが装備できるような形で進めて行きたい。

Q 非常備消防費のボートカバーの件だが、今、神埼市においてボートは
何基配備されているのか。ボートカバーを４部のみ配備する理由は。

A 浸水の危険場所である消防団の 15 の部にＦＲＰボートを配備して
いる。その中で、ボートカバーは４部が必要だという事である。

Q 佐賀県は、神埼市に対してどのくらいの推進目標というのが決
められているのか。

A
県の方から、神埼市にいくらという目標は示されていない。県
は六角川、筑後川、それから嘉瀬川流域で県目標を今のところ
800 ヘクタールで取り組みたいという事で計画目標を立ててい
る。

Q
堰板の設置と形状について、切込みの下をもう少し長くして、
切込みをもう少し上にあげれば、もっと田んぼに水がたまると
思うが研究できないか。

A 田んぼダムは、佐賀県において、今後、佐賀大学と連携して、
効果的な堰板の形状の研究を行うとされている。

（事業の目的）
　消防団員の安全装備品として、消防団との再検討の結果、法被の追加配備については見直し
を行い、防火衣の配備について財源確保と併せて検討するため、消防団員用法被購入に係る予
算について減額を行う。

（事業の目的）
　近年、気候変動による降水量の増大により激甚な水害が頻発しており、湛水被害の軽減に向
け、水田が持っている洪水緩和機能を人為的に高めることで、大雨が降った時に雨水を水田に
一時的に貯留し、水田からのピーク流出量を抑制して田んぼダム下流の農地や住宅地の洪水被
害の軽減を図る。

見直し予定の
消防団用防火衣

田んぼダムの堰板
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Q 市債の償還金について、このうち合併特例債、地方交付税で償還金の 70％は実際措置さ
れているのか。

A ７割が交付税措置としていたが、基準財政需要額に算入されているという事である。

※市債…地方債の一つ。地方公共団体である市が経費の調達のため借金することから生じる金銭的債務。
※基準財政需要額…普通交付税の算定に用いるもので、合理的かつ妥当な水準で行政を運営した場合にかか
　　　　　　　　　る経費を一定の方法で算定した額のこと。

Q
北部丘陵土砂採取場跡地利活用事業のアンケー
ト調査、市民が利活用するものであるが、関係
地区だけの調査となっているが。

A
葬祭場整備を含めて、一体的な活用として地区
住民の意見を踏まえることとし、現在、利活用
検討委員会を立ち上げて議論をさせていただい
ている。

Q 小・中学生、高校生等医療費助成事業について、令和２年度と令和３年度を比較すると、
医療費が増加しているが、どういう要因なのか。

A
令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響で受診控え等があり、医療費が
減ったことで助成事業の減額となっている。令和３年度については、受診控え等が回復し
たことで令和元年度の水準に戻っている。

Q
地域の高齢者が、住み慣れた地域で安心して生活を維持するための、被保険者及び、要介
護被保険者を介護する者等に対し、必要な支援をする緊急医療・情報キット配布事業につ
いて伺う。

A
緊急時に会話ができない状態であったりするので、救急医医療の情報（健康保険証の写し、
お薬手帳、持病の状況、掛かりつけの病院、緊急連絡先など）を、まとめて保管しておき、
救急隊と連携し、確認するための情報キットである。

決算特別委員会

決算特別委員会のＱ＆Ａ

総務企画部

市民福祉部

北部丘陵土砂採取場跡地
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Q 日の隈キッズパーク等の公園に、飲食が出
来るキッチンカー等を配置できないのか。

A キッチンカーの申し込みがあれば、前向き
に検討できると思う。

Q 市内に進出される企業に支払われる、「企業立地等支援対策事業」の効果はどうなのか。

A
今回、３企業が対象となっているが、要件として各企業、市内在住者５名以上を新規正規
社員として雇用する要件が満たされているため交付している。実際、協定を結んで５人に
至らなかった企業もあるため、チラシ・市のホームページ等に掲載し、市内で働いていた
だき、企業誘致も合わせて推進致していく。

Q 中学校の英語教育は、アメリカ英語とイギリス英語どちらで教えているのか。

A ネイティブなアメリカ英語を指導されている。

Q
児童クラブ支援員の勤務時間について、通常午後６時まで預かり時間、時により保護者の
都合で遅れる場合は 30分の延長があるが、支援員の勤務時間は６時までか、それとも６
時 30分か。

A
児童クラブの開所時間は、通常放課後から午後６時までの開所となっ
ている。午後６時までの勤務を基本としているが、事前の申し込み等
や利用者の状況から延長が予測される場合は、午後６時 30 分までの
勤務となり、各クラブの実態に応じて、シフトを組んでいる。

Q
小中学校教育 ICT 振興事業について、以前にGIGAスクール５ヶ年計画で児童に端末を整
備する予定で進んでいるが、この計画達成時の年間維持費について質問した時の答弁では、
大体年間 2,800 万円との答弁であった。年間維持費について、令和３年度いくらかかっ
たか、また、令和４年度はいくらを想定しているのか。

A
令和４年度の主な取り組みとして、小学校２年生から４年生まで 628 台の端末整備を行う。
それから校務系の端末、システム更新を行う。予算額としては、更新費用、維持経費、保
守経費まで含めて２億 1,000 万円程度と見込んでいる。令和３年度については、約 8,000
万円である。

決算特別委員会のＱ＆Ａ

産業建設部

教育委員会
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常任委員会のＱ＆Ａ

Q この制度の目的、また制度運用にあたってガイドラインやＱ＆Ａは何か示されているか。

A
近年共働き世帯が増加し、その仕事や生活のあり方に意識の変化が見られ、男性職員の育
児参加や女性職員のさらなる活躍を目的として、職員の育児休業などを取得しやすい環境
整備をするという目的で制度改正がなされた。
ガイドラインのような目安は国・県からは示されていない。

Q 今回の条例改正において、現行では育児休業は原則１回であったものが改正では原則２回
までとなっているが、現行からどのような条件の変更になったか。

A
女性は産後８週間まで産後休暇が取れるが、それ以降子どもが３歳に達する日（非常勤職
員は１歳に達する日）までの育児休業の取得が可能である。その間に１度復職した後には
育児休業の必要性があっても改めて２回目の取得ができなかったが、今回の改正により新
たに２回目の取得が可能になった。

Q
高さや距離が長くなればポンプの揚力が減少する
が、ポンプ車の出動現場はどの様な所を想定されて
いるか。

A
南部地域では国営水路三田川線の末端、黒津の排水
樋管、鯰江川の末端、田出川堤防等を対象に、長さ
を確認したり、高さを確認している。

Q 千代田、黒津の排水機場に備え付ける場合、筑後川堤防にホースを渡す必要があるが、当
然、大水になっているため堤防通行止めになる可能性がある。その後の安全性は。

A ポンプを設置する時には、緊急事態という状況であり、河川管理者には通行止めをしてい
ただき、完全に通行止めをして設置するという話をしている。

Q 性能で、総排水量はポンプ直列運転時で、毎分 15トンということが記載されているが、
これはどの様な想定を考えられているか。

A
今、40 メートルで大体どこでも合うが、仮に距離が長くなった場合に、ポンプからホース、
そして途中にポンプを入れて繋ぎ直列になるので、排水は半分の 15 トンになるという事
を想定している。

総務常任委員会

≪議案第 54 号≫（賛否：全員賛成）
神埼市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について

≪議案第 55 号≫（賛否：全員賛成）
財産の取得について（排水ポンプ車４台購入・取得価格１億７千 136 万 2 千円）

佐賀県に導入された排水ポンプ車
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議案第62号　令和３年度神埼市国民健康保険事業特別会計
　　　　　　歳入歳出決算認定について

議案第67号　令和４年度神埼市一般会計補正予算（第６号）

賛否があった議案を紹介します。
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号番案議

議案第62号

佐
藤　

知
美
○

福
田　

淸
道
○

永
沼　
　

彰
○

木
原　

憲
治
○

山
口　

義
文
欠

原
口
ひ
さ
よ
○

白
石　

昌
利
○

野
口　

英
樹
×

中
野　
　

均
×

服
巻　

玉
美
○

平
山　

文
也
○

副
島　

英
樹
○

德
川　

博
人
○

増
田　

紀
之
○

末
次　
　

勝
○

大
野　

秋
人
○

野
副　

昭
○

田
原　

和
幸

果結決議

賛成多数

号番案議

議案第67号

　国民健康保険の構造的問題について、政府は解決策を講じることなく国保税の最高限度額
の引き上げ、社会保障費の削減も続き、コロナ感染症のなかで収入減少など、全国の国保世
帯の実態は困難を極める状況が続いています
　2020年の厚労省保険局国民健康保険課調べによれば、全国の国保世帯17,551,170世帯に対
し滞納世帯は2,353,265世帯、13.4%、短期保険証の発行は569,338世帯、3.2%、資格証明書発
行は124,306世帯、0.7%となっています。
　国保世帯の職業別世帯構成については、1965年度農林水産業42.1%自営業25.4%、被用者
19.5%、無職6.6%、その他6.4%となっていましたが、2019年度は農林水産業2.3%、自営業
15.9%、被用者32.7%、無職44.8%、その他4.3%と大きく職業別構成が変化をしています。さ
らに市町村国保の保険料、加入世帯の平均所得は、1985年被保険者一人当たりの保険料は、
43,357円、加入世帯の平均所得は、一番多い時が1991年の276万5千円でしたが、2016年度は
一人当たり保険料は94,140円、加入世帯の平均所得は138万8千円と保険料は５万円上がり所
得は140万円下がったことになります。
　神埼市の現状は、令和３年３月31日現在の国保世帯は3,842世帯に対し滞納世帯は199世帯、
３ケ月、６ケ月の短期保険証発行件数は99件、令和３年度決算における調定額７億4,868万円
に対し収入未済額7,985万1千円、10.6%となっています。市民税や固定資産税の収入未済額と
は比較にならない状況です。ここに神埼市の被保険者の「払いたくても払えない」という生
活の実態が示されています。
　全国で一般会計から、令和元年度318市町村で1,096億円の繰り入れが行われ、その目的に
ついては「累積赤字補填によるものは」2.4%にとどまり、「保険税の負担緩和を図るため」
のものが56.9%と半分以上をしめています。
　全国知事会、市長会など地方団体は加入者の所得が低い国民健康保険が、他の健康保険よ
りも保険料が高く、負担が限度になっていることを「国保の構造的問題」として、これを解
決するために公費投入、国庫負担を増やして国保税を引き下げる事を国に要望し続けています。
　政府はこのような要望に応えて、５兆円を超えた国防費の削減や、歳出を見直し、社会保
障の充実に努めるべきであり、全国の被保険者の国保税の負担軽減をすべきであります。国
が実行しない時は国政からの市民生活の防波堤として神埼市がその役割を果たすことが求め
られていると思いますが、令和３年度国民健康保険事業特別会計決算において、被保険者の
負担軽減の策が講じられていない事を指摘し反対討論とします。

〈議案に対する反対討論〉　佐藤　知美　議員

田原和幸議員は議長のため採決に加わっていません。

田原和幸議員は議長のため採決に加わっていません。
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議会改革検討特別委員会の活動報告

総務常任委員会行政視察研修報告

　

令
和
４
年
６
月
13
日
に
「
議

会
改
革
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ

る
」
と
考
え
、
全
議
員
18
名
で

改
選
前
の
同
委
員
会
を
引
き
継

ぐ
形
で
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
９
月
８
日
に「
調

査
研
究
課
題
や
組
織
に
つ
い
て
」

協
議
を
行
い
、
二
つ
の
分
科
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
で
は
「
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
」
と
「
議
会
基
本
条
例
制

定
の
必
要
性
」、
第
二
分
科
会
で

は
「
議
員
報
酬
の
在
り
方
」
と

「
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
」
に

つ
い
て
調
査
研
究
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
分
科
会
活
動
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
項
目

の
資
料
整
理
を
踏
ま
え
、
各
分

科
会
の
正
副
会
長
に
よ
り
日
程

調
整
を
行
い
協
議
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
で
内
容
検
討
が
済

み
次
第
、
委
員
会
の
開
催
を
要

請
し
、
結
果
の
報
告
を
行
い
、

同
委
員
会
で
は
各
分
科
会
の
報

告
を
受
け
、
改
革
が
必
要
な
項

　

去
る
、
８
月
４
日
、
兵
庫
県

豊
岡
市
へ
、

１
．
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

推
進
、
議
会
や
執
行
部
を
含

め
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利

活
用
に
つ
い
て
。

２
．
地
域
の
区
長
な
ど
地
区
住

民
の
運
営
に
よ
る
地
域
主
体

の
公
共
交
通
で
あ
る
「
チ
ク

タ
ク
」
の
運
営
に
つ
い
て
。

研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
版
Ｄ
Ｘ
推
進
戦
略
の

長
期
目
標
は
「
市
民
一
人
ひ
と

り
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
が

行
き
渡
り
、
多
様
な
市
民
の
思

い
が
叶
え
ら
れ
て
い
る
」
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
豊
岡
市
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
取
組
は
、
議
会
内
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
を
目
指
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
と
文
書
共

有
シ
ス
テ
ム
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
の
運
用
を
開
始
さ
れ
効
果
的

な
議
会
運
営
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
地
域
主
体
の
公
共
交

通
「
チ
ク
タ
ク
」
に
つ
い
て
は

地
域
と
市
で
実
施
さ
れ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
確
保
、
運
営
協
議
会

の
維
持
な
ど
、
運
転
手
、
ダ
イ

ヤ
、
停
留
所
な
ど
す
べ
て
自
ら

決
定
し
、
近
く
の
バ
ス
停
か
ら

目
に
つ
い
て
の
改
革
案
、
現
状

維
持
の
項
目
は
そ
の
内
容
を
協

議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

「
市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換

会
」
と
い
う
形
で
実
施
す
る
事

と
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
や
課

題
を
踏
ま
え
、
よ
り
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
意
義

の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
開

催
の
時
期
や
方
法
、
場
所
、
テ
ー

マ
等
に
つ
い
て
継
続
し
て
協
議

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

自
宅
前
ま
で
届
け
る
な
ど
、
細

や
か
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

翌
８
月
５
日
は
、
佐
賀
県
関

西
・
中
京
事
務
所
に
お
い
て
、

事
務
所
の
業
務
内
容
及
び
市
町

連
携
、
情
報
発
信
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。本
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

東
洋
ビ
ュ
ー
テ
ィ
誘
致
、
関
西

圏
の
修
学
旅
行
誘
致
、
旅
行
業

者
へ
の
説
明
会
、
関
西
圏
の
情

報
収
集
等
が
あ
り
、
今
回
、
佐

賀
県
の
農
産
物
の
販
売
戦
略
と

し
て
、
阪
急
う
め
だ
本
店
の
視

察
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
企

業
誘
致
、
産
業
振
興
、
情
報
発

信
、
人
材
確
保
・
育
成
な
ど
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
取
り
ま
し
た
。

委員長　野副　 昭

委員長　木原　憲治

豊岡市での行政視察の様子

全議員による委員会活動の様子
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文教厚生常任委員会の活動報告

産業建設常任委員会の活動報告

　

７
月
19
日
に
佐
賀
市
役
所
に

て
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
と
は
、
地
域
生

活
課
題
を
抱
え
る
地
域
住
民
、

及
び
そ
の
世
帯
に
対
す
る
支
援

体
制
、
並
び
に
地
域
住
民
等
に

よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

に
必
要
な
環
境
を
、
一
体
的
か

つ
重
層
的
に
整
備
す
る
事
業
の

こ
と
で
す
。

　

佐
賀
市
で
は
庁
内
の
連
携
・

情
報
共
有
等
を
強
化
す
る
た
め
、

２
部
６
課
19
名
か
ら
な
る
「
重

層
事
業
推
進
チ
ー
ム
」
を
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
で
、

各
事
業
の
取
り
組
み
状
況
の
検

討
・
共
有
、
予
算
要
求
等
の
事

務
内
容
の
確
認
、
重
層
事
業
実

施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

等
を
行
う
、
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
フ
ロ
ー
の
中
で

「
重
層
的
支
援
会
議
」
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
関
係

職
員
で
支
援
プ
ラ
ン
等
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
、
３

J
A
理
事
と
の
意
見
交
換
会

　

９
月
26
日
（
月
）
に
常
任
委

員
会
を
開
催
し
昨
今
の
農
業
問

題
と
し
て
、
県
内
各
市
の
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
の
取
組
と

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）

制
度
導
入
に
か
か
る
生
産
組
合

や
集
落
営
農
法
人
へ
の
影
響
を

研
修
し
た
後
、
J
A
神
埼
支

所
に
て
、
J
A
理
事
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
J
A
か
ら
第
６

次
３
ヶ
年
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
様
々
な
環
境
・
情
勢

の
変
化
、
課
題
な
ど
に
対
応
し

う
る
「
持
続
可
能
な
J
A
経

営
基
盤
の
確
立
」
を
基
本
目
標

に
取
組
む
と
の
事
で
あ
り
ま
し

た
。　
　

　

ま
た
、
三
神
エ
リ
ア
管
内
の

集
落
営
農
組
合
・
法
人
代
表
者

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
構
成
員
の
高
齢
化
や
減
少

を
危
惧
す
る
と
の
回
答
が
大
部

分
を
占
め
る
結
果
で
あ
っ
た
と

の
事
で
す
。

　

意
見
交
換
で
は
、
市
内
全
域

で
、
も
み
殻
の
処
理
問
題
が
懸

～
６
カ
月
後
に
再
び
会
議
を
開

催
し
、
進
捗
状
況
を
共
有
し
ま

す
。
支
援
後
に
も
会
議
を
行
う

こ
と
で
、
適
切
な
支
援
プ
ラ
ン

の
作
成
だ
け
で
な
く
、
支
援
の

そ
の
後
に
つ
い
て
把
握
・
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
繋
が
る
も

の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
佐

賀
市
で
の
事
例
を
参
考
に
、
今

後
も
神
埼
市
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
調
査
研
究
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

念
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
神
埼

市
農
業
の
重
点
的
な
課
題
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

一
斉
防
除
に
お
け
る
問
題
や
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
取

組
検
討
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

神
埼
市
が
抱
え
る
農
業
問
題

は
、
多
種
多
様
な
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
常
任
委
員
会

と
し
て
課
題
把
握
と
問
題
解
決

に
向
け
た
調
査
研
究
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委員長　永沼　　彰

委員長　中野　　均

ＪＡ理事との意見交換会

佐賀市での行政視察研修
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一般質問一般質問

県
道
三
瀬
神
埼
線
に
市
立
図
書

館
の
表
示
が
な
い
の
は
な
ぜ
か

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
の
推
進
に
つ
い
て

図
書
館
と
い
う
施
設
が
独
立
し

た
建
物
で
は
な
い

住
民
の
利
便
性
と
行
政
業
務
の
効
率
化
の

観
点
か
ら
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

答

答

服巻　玉美 議員服巻　玉美 議員

木原　憲治 議員木原　憲治 議員

議
員　

南
側
玄
関
の
壁
面
に

「
１
階
神
埼
市
立
図
書
館
」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
県

道
三
瀬
神
埼
線
か
ら
入
っ
て

く
る
と
見
え
な
い
。
市
民
の

目
線
と
い
う
こ
と
で
は
、
何

ら
か
の
対
策
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

平
山
教
育
部
長　

中
央
交
流

セ
ン
タ
ー
の
玄
関
車
寄
せ
の

東
壁
面
に
縦
書
き
で
「
神
埼

市
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と

表
示
を
し
て
い
る
。
図
書
館

の
施
設
の
位
置
や
名
称
も
御

来
場
い
た
だ
け
れ
ば
駐
車
場

を
含
め
認
識
で
き
る
。

議
員　

な
ぜ
県
道
や
国
道
の

側
に
図
書
館
の
表
示
が
設
置

で
き
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

図
書
館
と
い
う

施
設
が
独
立
し
た
建
物
で
は

な
い
。中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
、

千
代
田
・
脊
振
交
流
セ
ン

タ
ー
内
に
、
そ
の
機
能
の
一

つ
と
し
て
図
書
館
を
整
備
し

て
い
る
。

議
員　

一
般
市
民
の
方
々
の

要
望
が
あ
っ
て
の
今
回
の
質

問
と
な
っ
た
。
私
の
強
い
思

い
に
対
し
て
、
教
育
長
の
考

え
を
伺
う
。

教
育
長　

質
問
さ
れ
た
案
内

板
、
図
書
館
内
外
の
環
境
、

祝
日
休
日
の
開
館
に
つ
い
て

は
、
今
後
し
っ
か
り
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。
私

も
図
書
館
に
午
前
中
に
行
く

が
、
高
齢
の
方
が
新
聞
を

ゆ
っ
く
り
読
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
本
当
の
図
書

館
の
居
場
所
な
ん
だ
と
思

う
。
市
民
に
親
し
ま
れ
る
居

場
所
と
な
る
よ
う
な
図
書
館

に
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
業
務
の
生
産
性
や
正
確
性

の
向
上
が
図
ら
れ
、
ま
た
業

務
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
作

業
時
間
の
短
縮
や
超
過
勤
務

の
削
減
、
ま
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
、
人
為
的
ミ
ス
等
を

な
く
す
こ
と
で
正
確
性
の
向

上
も
図
ら
れ
、
ま
た
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
も
つ
な
が
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
企
業
に
も

推
奨
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

本
市
で
の
取
り
組
み
、
計
画

が
あ
る
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
つ
い
て
は
自
治
体

の
役
割
が
極
め
て
大
き
く
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
、
い

わ
ゆ
る
人
工
知
能
等
を
活
用

し
て
住
民
の
利
便
性
の
向
上

と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

整
備
中
も
含
め
57
項
目
で
取

り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
総

合
計
画
の
実
施
計
画
に
お
い

て
、
具
体
的
施
策
を
明
記
し

て
い
き
た
い
。

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
教
師
の
献
身
的
な
支
え

の
み
で
継
続
し
て
い
く
こ
と

は
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
部
活
動
は
す
べ

て
学
校
が
担
う
の
で
な
く
、

地
域
の
人
材
の
協
力
の
下

で
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し

い
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を

地
域
が
支
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

指
導
者
の
確
保
や
保
護
者

の
負
担
等
課
題
も
多
い
が
、

神
埼
市
立
中
学
校
部
活
動
の

休
日
地
域
移
行
検
討
委
員
会

を
開
催
し
協
議
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

1階に神埼市立図書館が整備された神埼市中央交流センター

地域に移行する部活動

議
員　

２
０
２
３
年
か
ら
25

年
ま
で
を
改
革
集
中
期
間
と

し
て
、
部
活
動
が
段
階
的
に

地
域
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
対
応
策
の
準
備
は
で

き
て
い
る
の
か
。

平
山
教
育
部
長　

ス
ポ
ー
ツ

庁
よ
り
学
校
の
働
き
方
改
革

学
校
教
育
に
つ
い
て
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神
埼
市
の
企
業
誘
致
の
推
進
に

つ
い
て引

き
続
き
企
業
誘
致
に
努
め
る

答

末次　　勝 議員末次　　勝 議員

議
員　

神
埼
市
に
お
け
る
企

業
誘
致
推
進
の
目
標
と
課
題

に
つ
い
て
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

新
規
進

出
企
業
数
に
つ
い
て
は
、
５

年
間
で
５
企
業
を
目
標
と

し
、
９
社
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
新
規
雇
用
創
出
者

に
つ
い
て
は
、
１
０
０
人
を

目
標
と
し
、
１
４
３
人
と

な
っ
て
お
り
達
成
す
る
見
込

み
で
あ
る
。課
題
と
し
て
は
、

市
所
有
の
工
業
団
地
に
余
地

が
な
く
、
適
地
と
選
定
し
て

い
る
土
地
は
分
譲
可
能
と
な

る
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と

で
、
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
い

場
合
が
発
生
す
る
。

議
員　

神
埼
市
南
部
工
業
団

地
国
道
３
８
５
号
周
辺
の
活

性
化
に
つ
い
て
。

実
施
状
況
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
部
長　

神
埼
市
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
、
通
学
路
安
全
推
進
会
議

を
設
置
し
て
い
る
。
生
徒
の

下
校
時
間
帯
に
委
員
参
加
の

下
、
脊
振
・
神
埼
地
区
と
千

代
田
地
区
の
２
つ
に
分
け

て
、
１
年
交
代
で
年
に
１
回

夏
季
に
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。

市
長　

工
業
団
地
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
千
代
田
町
東

部
地
区
は
衰
退
し
て
い
る
。

工
業
生
産
ゾ
ー
ン
を
更
に
拡

大
し
て
、
そ
れ
に
加
え
宅
地

開
発
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が

出
て
く
れ
ば
、
東
部
地
区
に

も
活
気
が
戻
る
と
考
え
る

が
、
近
い
将
来
は
そ
う
い
う

方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

大
詫
間
幹
線
水
路
の

補
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
水
路
に
つ
い
て
は
地
域

の
環
境
用
水
、
防
火
用
水
、

洪
水
排
水
に
も
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

農
家
負
担
補
助
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
伺
う
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

こ
の
事
業
は
令
和
５
年
度
か

ら
15
年
間
で
実
施
す
る
計
画

で
、
現
在
水
資
源
機
構
に
よ

り
事
務
手
続
き
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
今
日
ま
で
佐
賀
東

部
導
水
路
の
整
備
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
耐
震
性
や
地
震

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
事
業
で
農
家

と
市
町
が
支
払
う
地
元
負
担

は
約
17
億
円
に
な
る
と
、
試

算
さ
れ
て
い
る
。
大
詫
間
幹

筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事

業
（
案
）
に
つ
い
て

公
共
性
、公
益
性
を
重
視
し
農

家
負
担
の
軽
減
を
図
る

答
線
水
路
は
公
共
性
、
公
益
性

の
高
い
施
設
で
あ
り
、
国
営

並
み
の
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ッ
ト
工

法
で
計
画
を
さ
れ
て
い
る
。

近
年
の
異
常
降
雨
へ
の
対
応

な
ど
、
事
前
排
水
貯
留
機
能

に
つ
い
て
は
市
町
負
担
と
し

農
家
負
担
は
求
め
な
い
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
農
家

負
担
の
対
象
は
大
詫
間
幹
線

水
路
の
老
朽
化
対
策
の
み
で

係
る
地
元
負
担
は
農
家
と
市

町
で
全
体
の
８
％
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
内
１
／
２
は
関

永沼　　彰 議員永沼　　彰 議員

利
水
に
つ
い
て

神
埼
市
内
の
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員　

城
原
川
の
問
題
点
に

つ
い
て
伺
う
。

一
番
ヶ
瀬
農
政
水
産
課
長　

令
和
元
年
に
樋
管
の
関
係
地

区
の
方
に
利
水
調
整
協
議
会

で
、今
後
の
在
り
方
や
課
題
、

改
善
方
法
を
説
明
し
た
中
で

合
理
的
で
効
率
的
な
施
設
と

し
て
堰
、
樋
管
の
合
口
化
に

つ
い
て
も
説
明
し
た
。

係
市
町
が
負
担
し
農
家
負
担

軽
減
に
努
め
る
。

議
員　

通
学
路
安
全
点
検
の

活性化が求められている、神埼市南部工業
団地付近の国道385号

経年劣化で法落ちが進んでいる大詫間幹線水路
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地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
へ

市
内
事
業
者
が
受
注
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る

答

平山　文也 議員平山　文也 議員

議
員　

市
が
発
注
す
る
物

品
・
業
務
委
託
及
び
公
共
事

業
の
現
状
は
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

市

内
に
本
店
を
有
す
る
事
業
者

の
全
体
の
割
合
は
、
備
品
購

入
で
40
・
７
％
、
業
務
委
託

31
・
９
％
、
公
共
工
事
は
設

計
金
額
５
百
万
円
以
上
79
・

４
％
、
５
百
万
円
以
下
80
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

市
内
に
本
店
を
有
す

る
事
業
者
が
受
注
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み

は
。

財
務
等
担
当
理
事　

事
務
用

品
に
つ
い
て
は
、
単
価
契
約

か
ら
除
外
し
、
市
内
事
業
者

と
直
接
随
意
契
約
、
土
木
工

事
や
建
築
資
材
等
に
つ
い
て

も
市
内
事
業
者
の
積
極
的
な

活
用
を
促
し
て
い
る
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

江
頭
政
策
推
進
課
長　

市
内

の
事
業
者
の
受
注
金
額
で

は
、
返
礼
品
の
約
７
割
と

な
っ
て
い
る
。

議
員　

こ
の
制
度
は
、
地
元

経
済
に
多
大
な
経
済
効
果
を

生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
納

税
の
増
加
対
策
は
。

政
策
推
進
課
長　

各
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
の
季
節
的
限
定

的
な
募
集
な
ど
幅
広
い
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

市
長
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
50
億
円
目
標
へ
の
取
り

組
み
推
進
を
。

人
事
労
務
管
理
に
つ
い
て

体
育
施
設
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
の
設
置
に
つ
い
て

今
後
、整
備
す
る
場
所
や
管
理
運
営
の
方

法
等
、調
査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る

答

大野　秋人 議員大野　秋人 議員

筑後広域公園スケートパーク

議
員　

昨
年
実
施
さ
れ
た
、

さ
が
未
来
発
見
塾
で
の
市
内

中
学
生
９
人
か
ら
市
長
へ
の

提
言
及
び
市
長
の
コ
メ
ン

ト
、
同
年
11
月
議
会
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
に
関
す
る

一
般
質
問
を
踏
ま
え
、
改
選

を
経
た
現
時
点
で
の
体
育
施

設
の
状
況
及
び
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
設
置
に
関
す
る
調

査
研
究
及
び
検
討
の
状
況
、

今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

平
山
教
育
部
長　

市
内
に

は
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
他
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
武

道
場
な
ど
15
の
体
育
施
設
が

あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
整
備
す

る
と
い
う
計
画
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
で

他
の
自
治
体
で
既
に
整
備
さ

れ
て
い
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
の
施
設
等
の
状
況
を
調
査

し
て
き
た
。
今
後
も
整
備
す

る
場
所
を
は
じ
め
、
管
理
運

営
方
法
や
ル
ー
ル
な
ど
調
査

研
究
を
行
い
、
健
全
な
青
少

年
育
成
に
寄
与
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

議
員　

提
案
し
た
塾
生
や
子

ど
も
達
に
は
「
提
案
は
し
た

も
の
の
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
大
切
な
事
が
決
め
ら
れ
、

自
分
た
ち
は
そ
れ
に
従
う
し

か
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
た
く
な
い
。こ
の
た
め
、

可
能
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
ど

の
様
な
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

を
作
る
か
等
に
つ
い
て
、
提

案
し
た
塾
生
や
中
学
生
が
検

討
す
る
場
を
設
け
て
も
ら
え

な
い
か
。

教
育
部
長　

例
え
ば
子
ど
も

た
ち
を
含
め
た
意
見
交
換
の

場
な
ど
、
幅
広
い
意
見
を
聴

取
し
て
反
映
で
き
る
よ
う
な

仕
掛
け
づ
く
り
に
つ
い
て
も

今
後
研
究
す
る
。

議
員　

変
え
る
神
埼
市
実
現

の
た
め
、
そ
の
業
務
を
担
う

職
員
の
組
織
や
体
制
づ
く
り

は
。

市
長　

一
番
大
事
な
の
は
市

民
の
皆
様
で
あ
る
。
市
民
の

た
め
職
員
が
仕
事
を
や
り
や

す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
私

の
大
事
な
仕
事
と
思
っ
て
い

る
。

ふるさと納税ポータルサイト
（神埼市ふるさと納税応援サイトより）
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給食費の値下げできるかな？

議
員　

千
代
田
東
部
小
学
校

の
児
童
が
少
な
い
の
で
、
保

護
者
は
児
童
数
が
多
い
学
校

を
検
討
し
て
い
る
と
の
声
を

聴
く
が
。

教
育
長　

全
国
的
な
学
校
の

規
模
適
正
化
の
中
で
、
標
準

は
12
学
級
か
ら
18
学
級
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
で
も

活
力
の
あ
る
東
部
小
学
校
の
維

持
と
存
続
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
し
て
、で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く

答
児
童
数
が
増
え
る
よ
う
に
、

教
育
委
員
会
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
。

議
員　

児
童
数
を
増
や
す
た

め
に
は
、
東
部
地
区
の
人
口

増
対
策
と
し
て
、
例
え
ば
、

み
や
き
町
（
三
根
町
）
に
あ

る
新
設
の
町
営
住
宅
を
参
考

に
、
新
規
の
市
営
住
宅
建
設

な
ど
、
ま
た
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
ソ
フ
ト
事
業
だ
け

で
な
く
、
ハ
ー
ド
事
業
（
市

営
住
宅
の
整
備
な
ど
）
と
し

て
新
た
な
政
策
は
、
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長　

千
代
田
町
の
東
部
地

中野　　均 議員中野　　均 議員

みやき町（旧三根町）町営住宅

県
道
三
瀬
神
埼
線
の
道

路
改
良
工
事
の
早
期
事

業
再
開
に
つ
い
て

私
は
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
が
、

市
長
の
考
え
は

給
食
費
負
担
軽
減
は
必
ず
来
年

度
か
ら
実
施
し
た
い

答

福田　淸道 議員福田　淸道 議員

議
員　

年
金
が
減
ら
さ
れ
る

中
、
年
金
生
活
者
の
暮
ら
し

は
大
変
で
あ
る
。
こ
の
夏
の

酷
暑
の
中
で
も
、
電
気
代
を

節
約
す
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン

を
点
け
ず
に
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
ご
家
庭
も
あ
る
。
高
齢

者
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
電

気
代
の
補
助
を
求
め
る
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

現

在
、
市
内
全
世
帯
の
約
20
％

が
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
夏
の
猛

暑
の
中
で
、
熱
中
症
の
発
生

場
所
は
住
居
で
の
発
症
者
が

全
体
の
37
・
９
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

世
界
情
勢
の
激
動
、
円
安

等
で
物
価
が
高
騰
し
市
民
生

活
は
大
変
な
打
撃
を
受
け
て

い
る
。
市
も
市
民
の
暮
ら
し

応
援
と
し
て
、
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
行
し
、
生
活
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

市
は
現
在
、
電
気
代
の
補

助
計
画
は
な
い
が
、
高
齢
者

の
命
と
生
活
を
守
る
支
援
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
社
会
情
勢
に
注
視

し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
市

と
し
て
で
き
る
か
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

議
員　

市
長
は
６
月
議
会

で
、
私
の
給
食
費
無
償
化
を

求
め
る
質
問
に
、
無
償
化
は

で
き
な
い
が
補
助
は
考
え
て

い
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
そ
の

補
助
の
具
体
的
内
容
を
問

う
。

市
長　

次
年
度
か
ら
必
ず
補

助
を
実
行
し
た
い
。
具
体
的

に
は
月
、
５
０
０
円
ま
た
は

１
０
０
０
円
軽
減
し
た
場
合

の
ケ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
い
の
ち
と
く
ら

し
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

区
の
人
口
減
少
は
、
20
数
％

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
人
口
減
少
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
た
の
で
、
若
手
職
員
た

ち
の
い
ろ
ん
な
知
恵
も
借
り

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

事
業
休
止
に
な
っ
て

い
る
道
路
改
良
事
業
計
画
が

廃
止
に
な
ら
な
い
か
と
心
配

し
て
い
る
が
、
今
後
の
事
業

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

花
島
ダ
ム
対
策
担
当
理
事　

道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、
再
開
で
き
る
よ
う
現
在

検
討
し
て
い
る
と
佐
賀
県
東

部
土
木
事
務
所
か
ら
聞
い
て

い
る
。
地
権
者
の
皆
様
の
協

力
得
る
た
め
、
地
元
区
長
様

の
御
協
力
を
得
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
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姉
川
城
跡
整
備
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
が
分
か
り
や
す
い

予
算
の
見
え
る
化

歴
史
的
価
値
を
損
な
う
こ
と
な

く
整
備
を
目
指
す

各
予
算
は
、分
か
り
や
す
く
情

報
発
信
し
て
い
く

答

答

増田　紀之 議員増田　紀之 議員

德川　博人 議員德川　博人 議員

議
員　

史
跡
整
備
に
関
し

て
、
圃
場
整
備
前
の
水
の
流

れ
を
念
頭
に
置
い
た
水
利
調

整
機
能
の
回
復
を
目
指
し
、

ど
の
よ
う
な
ク
リ
ー
ク
の
復

元
に
な
る
か
伺
う
。

平
山
教
育
部
長　

姉
川
城
跡

議
員　

肥
料
・
農
薬
・
資
材

等
高
騰
対
策
に
つ
い
て
申
請

漏
れ
が
無
い
よ
う
に
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

市
に
お
い
て
も
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

生
産
組
合
へ
の
チ
ラ
シ
の
配

布
な
ど
周
知
を
図
り
、
申
請

漏
れ
が
で
な
い
よ
う
情
報
提

供
を
行
う
。

議
員　

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
現
状
。

森
田
市
民
福
祉
部
長　

資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
固
定
価
格

買
取
制
度
に
認
定
さ
れ
て
い

る
件
数
は
、神
埼
市
内
で
は
、

太
陽
光
発
電
が
１
２
６
５

件
、
水
力
発
電
が
１
件
、
風

と
し
て
の
景
観
や
整
備
後
の

耐
久
性
な
ど
を
考
慮
し
た
工

法
の
検
討
を
行
い
、
護
岸
の

保
存
の
た
め
の
整
備
や
汚
泥

が
溜
ま
っ
て
水
質
が
悪
化
し

て
い
る
現
状
な
ど
を
改
善

し
、
圃
場
整
備
前
の
水
の
流

れ
を
念
頭
に
置
き
水
利
機
能

の
回
復
を
目
指
し
、
汚
泥
の

浚
渫
や
外
来
生
物
の
駆
除
な

ど
を
地
元
や
専
門
家
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
今
後
の

整
備
を
実
施
す
る
。

議
員　

城
跡
入
り
口
は
雑
草

力
発
電
が
１
件
、
合
計
１
２

６
７
件
で
あ
る
。

議
員　

神
埼
市
は
、
多
く
の

水
路
が
あ
り
夜
間
の
、
照
明

等
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
、
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
で
き

る
の
で
、
考
え
を
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　

今
後
ど
の

よ
う
な
活
用
や
振
興
が
で
き

る
か
を
国
や
県
内
市
町
村
の

調
査
研
究
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

神
埼
市
は
多
く
の
森

林
が
あ
り
J
︲
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
利
用
し
た
C
O
2

買

取
制
度
で
、
売
却
益
を
還
元

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
は
。

議
員　

農
業
用
機
械
運
転
免

許
取
得
に
か
か
る
費
用
助
成

に
つ
い
て
伺
う
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

佐
賀
市
、
吉
野
ヶ
里
町
も
実

施
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
基

幹
産
業
で
も
あ
る
農
業
振
興

の
面
か
ら
も
本
制
度
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
検
討
す
る
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

佐
賀

県
が
平
成
23
年
度
か
ら
、
佐

賀
市
に
お
い
て
も
本
年
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、今
後
、

県
や
先
進
地
の
取
組
事
例
を

参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

整備が求められている姉川城跡入口の現状

小水力発電による、
夜道も明るい照明

各
種
農
業
用
機
械
運
転

免
許
取
得
に
つ
い
て

予
算
の
見
え
る
化

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略

が
生
え
わ
た
り
見
学
に
来
ら

れ
た
方
が
入
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
ま
た
、
駐
車
場
も
ト

イ
レ
も
な
い
が
整
備
は
し
な

い
の
か
伺
う
。

坂
井
社
会
教
育
課
長　

十
分

な
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な

い
と
言
う
の
が
現
状
で
あ

る
。
今
後
、
地
元
地
区
へ
の

除
草
作
業
等
の
委
託
面
積
の

拡
大
や
業
者
へ
の
委
託
を
検

討
し
て
い
く
。ま
た
ト
イ
レ
、

駐
車
場
整
備
に
関
し
て
は
調

査
を
行
っ
た
上
で
適
切
な
場

所
や
規
模
を
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

市
民
の
皆
さ
ん
が
わ

か
り
や
す
い
予
算
の
見
え
る

化
に
つ
い
て
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

各

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
概

要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
も
記
載
す
る
よ
う
改
善

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
有
意

義
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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新生児聴覚検査

旧
庁
舎
跡
地
南
別
館
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
児
童
館
に
す
る
考
え
は

研
究
対
象
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い

答

白石　昌利 議員白石　昌利 議員

に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
や

環
境
整
備
の
充
実
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
推

進
力
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
児
童
館
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代

背
景
の
中
で
市
長
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
施
策
で
あ
り
、
そ

の
必
要
性
を
改
め
て
整
理

し
、
今
後
の
子
育
て
支
援
施

策
の
中
で
施
設
整
備
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

議
員　

児
童
館
が
欲
し
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る
。
し
か

議
員　

児
童
館
は
、
子
ど
も

の
遊
び
場
、
居
場
所
機
能
、

遊
び
を
通
じ
て
の
人
間
形

成
、
放
課
後
児
童
の
育
成
、

指
導
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
中
高
生
や
障
が
い
児
、

不
登
校
児
へ
の
対
応
や
地
域

連
携
と
い
っ
た
取
り
組
み
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
が
新
た
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
新
た

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
視
野

に
入
れ
た
子
ど
も
の
健
全
育

成
と
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
市
の
取
り

組
み
状
況
を
伺
う
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

現

在
、市
に
は
児
童
館
は
な
い
。

市
と
し
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ

旧庁舎跡地の南別館
児童館としての利活用を求める

新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ

い
て

し
、
現
在
の
神
埼
市
の
財
政

で
新
し
く
建
物
を
造
る
と
考

え
た
場
合
は
大
変
厳
し
い
。

そ
こ
で
、
今
あ
る
建
物
（
旧

庁
舎
跡
地
南
別
館
）
や
、
空

き
ス
ペ
ー
ス
又
は
フ
ロ
ア
等

を
児
童
館
、
支
援
セ
ン
タ
ー

に
利
活
用
す
る
考
え
を
伺

う
。

佐
藤
福
祉
課
長　

今
後
も
、

既
存
施
設
の
利
活
用
と
い
う

の
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

新
生
児
聴
覚
検
査
費
の
公
費
負

担
に
つ
い
て

検
査
費
用
の
助
成
等
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く

答

原口ひさよ 議員原口ひさよ 議員

議
員　

重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

支
援
団
体
等
か
ら
各
市
町
に

精
神
障
害
を
持
つ
当
事
者
と

家
族
支
援
に
関
す
る
こ
と
と

し
て
、

・
精
神
１
級
の
精
神
入
院
を

対
象
と
す
る

・
医
療
費
助
成
を
２
級
、
３

級
手
帳
所
持
者
ま
で
拡
大

す
る

・
助
成
方
法
の
現
物
給
付

に
つ
い
て
３
点
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
。市
の
考
え
は
。

野
中
高
齢
障
が
い
課
長　

現

行
制
度
の
状
況
を
見
な
が
ら

３
障
害
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
つ
つ
、
研
究
・
検
討
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
物
給
付
に
つ
い
て

は
、国
保
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
他
、

医
療
費
の
増
加
や
シ
ス
テ
ム

改
修
、
国
保
連
合
会
へ
の
事

務
手
数
料
な
ど
財
政
負
担
が

生
じ
る
。
県
内
市
町
統
一
し

た
実
施
の
意
向
で
あ
り
、
協

議
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
市
の
新
生
児
聴

覚
検
査
費
の
助
成
の
状
況

と
、
検
査
費
が
予
算
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
市

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

森
田
市
民
福
祉
部
長　

市
の

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
は
令

和
２
年
度
か
ら
市
民
税
非
課

税
世
帯
や
低
所
得
者
の
保
護

者
に
対
し
５
千
円
を
上
限
に

助
成
し
て
い
る
。
令
和
４
年

度
に
見
直
し
が
な
さ
れ
、
新

生
児
聴
覚
検
査
費
と
し
て
算

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
検

査
費
用
の
助
成
等
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
の
状
況
を
踏
ま

え
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

新
生
児
聴
覚
検
査
費

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地

方
交
付
税
の
中
の
少
子
化
対

策
の
内
数
と
し
て
措
置
さ
れ

て
い
た
が
、
令
和
４
年
度
よ

り
新
生
児
聴
覚
検
査
費
と
し

て
計
上
さ
れ
、
公
費
負
担
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
促
さ
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水
害
対
策
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
に
水
門
の
非
常
用

電
源
工
事
を
行
う

答

副島　英樹 議員副島　英樹 議員

江見手水門・江見（上流）排水機場

議
員　

江
見
（
上
流
）
排
水

機
場
に
隣
接
す
る
水
門
の
非

常
用
電
源
つ
い
て
。
こ
の
水

門
は
神
埼
市
の
末
端
に
位
置

し
、
災
害
時
に
は
停
電
が
た

び
た
び
発
生
す
る
。
排
水
機

場
に
は
、
自
家
発
電
装
置
は

あ
る
が
、
水
門
に
は
自
家
発

電
機
が
な
く
、
ポ
ン
プ
作
動

中
の
45
分
間
は
、
水
門
操
作

が
で
き
な
い
。
な
ぜ
非
常
用

電
源
が
無
い
の
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

排
水
機

場
に
つ
い
て
は
、
非
常
用
電

源
を
備
え
て
い
る
が
、
水
門

の
非
常
用
電
源
と
併
用
と

な
っ
て
い
る
為
、
容
量
が
小

さ
く
片
方
の
施
設
し
か
運
転

で
き
な
い
。
筑
後
川
河
川
事

務
所
よ
り
令
和
４
年
度
に
江

見
手
水
門
の
予
備
発
電
機
の

更
新
工
事
を
行
う
と
の
回
答

有
。
停
電
時
の
排
水
機
場
と

水
門
の
稼
働
が
可
能
と
な

る
。

議
員　

浮
島
排
水
機
場
及
び

浮
島
水
門
の
非
常
用
電
源
の

改
修
は
必
要
な
い
の
か
。

建
設
課
長　

筑
後
川
河
川
事

務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
の
予
備
発
電
機
の
容
量

で
排
水
機
場
と
水
門
の
停
電

時
の
稼
働
が
可
能
で
あ
る
か

調
査
を
行
い
、
排
水
機
場
と

水
門
の
稼
働
が
困
難
の
場
合

は
、
設
備
改
修
の
検
討
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
と
帯
状
疱
疹

に
つ
い
て

肥
料
、
農
薬
、
飼
料
の
高
騰
分

の
全
額
補
助
を
求
め
る

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、検
討
す
る

答

野口　英樹 議員野口　英樹 議員

議
員　

肥
料
、
農
薬
、
飼
料

の
高
騰
に
対
し
て
、国
や
県
、

他
市
町
は
高
騰
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
神
埼
市
の
対
応

は
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

に
よ
る
と
、
令
和
４
年
６
月

か
ら
10
月
に
各
都
道
府
県
組

織
に
販
売
す
る
肥
料
の
価
格

は
前
期
の
令
和
３
年
11
月
か

ら
令
和
４
年
５
月
に
比
べ
、

輸
入
尿
素
で
94
％
、
塩
化
カ

リ
ウ
ム
で
80
％
、
複
数
成
分

を
合
わ
せ
た
高
度
化
成
肥
料

は
55
％
値
上
げ
す
る
と
発
表

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
料

の
３
要
素
で
あ
る
窒
素
、
リ

ン
酸
、
カ
リ
の
国
際
市
況
は
、

今
後
も
高
い
水
準
で
推
移
し
、

海
上
運
賃
の
上
昇
や
円
安
の

影
響
も
あ
り
、
今
後
は
さ
ら

に
高
騰
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

今
回
の
肥
料
高
騰
は
、
過

去
最
高
水
準
に
高
騰
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

生
産
者
の
経
営
圧
迫
を
少
し

で
も
緩
和
で
き
る
よ
う
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
高
騰
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員　

国
の
補
助
確
保
の
為

に
、
化
学
肥
料
の
２
割
低
減

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
全

生
産
者
、実
施
出
来
る
の
か
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

農
林

水
産
省
で
は
、
土
壌
診
断
に

基
づ
く
施
肥
設
計
、
堆
肥
の

活
用
、
肥
料
銘
柄
の
見
直
し
、

局
所
施
肥
の
利
用
な
ど
15
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
２
つ
以

上
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
協
議
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（令和４年９月現在）

実質
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一般質問

７月11日 全員協議会
議会広報編集特別委員会

12日 全国市議会議長会基地協議会第103回
理事会（東京都）

19日 文教厚生常任委員会（佐賀市視察研修）
21日 全国市議会議長会第174回建設運輸委

員会（東京都）
22日 議会広報編集特別委員会
27日 議会広報編集特別委員会
28日 令和４年度防衛省全国情報施設協議会

総会（東京都）
８月３日 令和４年度知事・市町議会議長懇談会

（佐賀市）
４～５日 総務常任委員会行政視察研修

（兵庫県内・大阪府内）
９日 令和４年８月第４回神埼市議会臨時会

議会運営委員会
全員協議会
産業建設常任委員会

16日 総務常任委員会
17日 文教厚生常任委員会

18日 産業建設常任委員会
23日 議会運営委員会

8月26日～９月28日 令和４年８月第５回神埼市議会定例会
26日 全員協議会
31日 議会広報編集特別委員会

９月２日 議会運営委員会
５日 議会運営委員会
８日 総務常任委員会

議会改革検討特別委員会
９日 令和４年度予算特別委員会

議会運営委員会
13日 全員協議会
15日 令和４年度決算特別委員会
16日 令和４年度決算特別委員会
20日 令和４年度決算特別委員会
22日 令和４年度決算特別委員会
26日 議会運営委員会

文教厚生常任委員会
産業建設常任委員会

28日 全員協議会

《議会の動き》（令和４年７月～９月）

議
員　

地
球
温
暖
化
に
お
け

る
異
常
気
象
は
、
日
本
の
国

土
の
２
分
の
１
に
お
よ
ぶ
面

積
が
焼
失
し
た
ロ
シ
ア
の
大

火
災
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は

す
で
に
５
つ
の
島
が
海
に
沈

み
、
日
本
で
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
豪
雨
災
害
の
頻
発

な
ど
、
パ
リ
協
定
が
示
す
死

活
的
状
況
が
世
界
で
発
生
し

て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

が
可
決
さ
れ
た
が
、
神
埼
市

の
温
暖
化
対
策
計
画
に
変
更

は
生
じ
る
の
か
。

森
田
市
民
福
祉
部
長　

法
改

正
に
伴
い
、
市
町
の
実
施
計

画
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の

条
件
に
応
じ
た
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
等
の
施
策
と

実
施
目
標
を
定
め
る
よ
う
努

市
の
公
的
施
設
に
お
け
る
温
暖

化
対
策
は

公
的
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
、

地
熱
利
用
に
よ
る
空
調
設
備
の
実
施

答

有
効
で
あ
る
。

議
員　

市
の
現
計
画
で
は
、

令
和
４
年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
削
減
目
標
は
、

平
成
25
年
度
比
５
％
削
減
と

な
っ
て
い
る
が
達
成
で
き
た

の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

削
減
目
標

５
％
に
対
し
39
％
と
な
っ
て

お
り
達
成
し
て
い
る
。

議
員　

市
の
今
後
の
温
暖
化

の
取
組
を
市
長
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長　

来
年
度
か
ら
取
り
組

む
コ
ン
テ
ナ
等
に
よ
る
収
集

な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

め
る
こ
と
と
さ
れ
、
神
埼
市

計
画
に
お
い
て
も
精
査
し
変

更
等
の
検
証
を
し
て
い
る
。

議
員　

市
に
お
け
る
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
、

地
熱
利
用
以
外
の
計
画
は
。

市
民
福
祉
部
長　

九
州
電
力

の
広
滝
第
一
、
第
二
の
水
力

発
電
。
小
渕
地
区
の
水
車
の

里
、
脊
振
服
巻
地
区
の
小
水

力
発
電
、
そ
の
ほ
か
に
風
力

発
電
一
ヶ
所
が
あ
る
。

議
員　

温
暖
化
対
策
の
脱
炭

素
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
様

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
。

市
民
福
祉
部
長　

発
電
の
た

め
に
化
石
燃
料
を
輸
入
す
る

必
要
が
な
く
、
自
然
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
率
の
引
き
上
げ
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
つ
く
ら
れ
た

地
域
で
消
費
さ
れ
る
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
さ

ら
に
は
災
害
時
の
電
力
途
絶

時
に
も
太
陽
光
パ
ネ
ル
導
入

で
公
共
施
設
の
機
能
確
保
に

よ
り
地
域
の
防
災
力
向
上
に

佐藤　知美 議員佐藤　知美 議員

地球温暖化により沈みゆくソロモンの島
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編
集
後
記

　

毎
年
の
よ
う
に
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
、

大
型
台
風
の
襲
来
等
々
、
今
年
は
大
き
な

災
害
も
被
る
こ
と
な
く
水
稲
の
刈
取
り
時

期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の
生

命
身
体
財
産
を
守
る
行
政
の
責
務
の
重
大

さ
と
、
防
災
意
識
啓
発
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
新

た
な
職
責
を
担
い
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご

し
な
が
ら
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え

得
る
よ
う
努
め
る
覚
悟
で
す
。

　

初
議
会
後
２
回
目
の
議
会
だ
よ
り
、
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
議

会
活
動
な
ど
を
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
記　

平
山　

文
也
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

佐
藤　

知
美

副
委
員
長　

平
山　

文
也

委
　
　
員　

白
石　

昌
利

委
　
員　

副
島　

英
樹

委
　
員　

德
川　

博
人

委
　
員　

末
次　
　

勝

城原川ダム事業に関する勉強会

　さる、令和４年9月 30日（金）に城原川ダム事業に関する勉強会を、国土交通省九州地方
整備局佐賀河川事務所をはじめ、佐賀県及び神埼市の担当部署を招き開催致しました。
　国からは、これまでの城原川ダム事業の経緯と今後の大まかな事業スケジュール等の説明が
あり、神埼市からは脊振山から城原川下流へ水が育む持続可能な地域づくりという将来像にむ
けた「神埼市水源地域振興計画」策定のための基本方針として
　１．脊振山系の豊かな自然環境の保全、水資源の活用
　２．歴史資源や水文化を活かしたまちづくり・ネットワークの構築
　３．農・特産品の魅力創出・新たな魅力発掘・開発
　４．まちの働く場づくり・安らげる住環境の整備及び教育環境の支援
　５．わかりやすい情報発信、世代や地域を超えた上下流交流の促進
　６．地域振興計画の推進体制の構築
　以上６項目の説明があり、質疑応答では、県道三瀬神埼線の付替え道路の計画や建設工事期
間の安全対策など多くの質問がありました。
　今回の勉強会において、今後の城原川ダム事業を進めるにあたっての課題を改めて認識する
とともに、50年以上城原川ダム事業に翻弄されてきた水没予定地区の皆様の一日も早い生活
再建対策とダムの上下流の振興策を望む声があり、市議会として、国・県への要望活動等、しっ
かり取り組んでいかなければならないと感じました。

城原川下流からダム予定地を望む 城原川ダム勉強会の様子


